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人生哲学的寓話。The Richman in Babylon 

 

はお ぬ し たち が〝 富 を 増やす 法則〟 を 学ぶ こと を 怠っ た か、 学ん でも それ を 守ら なか

っ た か、 その どちら かで ある の だ よ。 

 

 

去年 稼い だ 金 の うち、 どれ くらい 残っ て いる という の だ。 愚か者 め が。 おまえ が 支払い 

を し て いる 相手 は、 すべて 自分 以外 の 人間 だ。 まだ 分から ぬ のか。 おまえ は 他人 の ため 

に 汗水 たらし て 働い て いる の だ。 食べ物 と 着る もの を くれる 主人 の ため に 働く 奴隷 と 

変わら ぬ の だ よ。 もし おまえ が 稼い だ ものの 十 分の 一 を 取っ て おい た なら、 はたして 

十年 で どの くらいに なっ て いる のか 分かっ て おる のか』  

『一 年間 に 稼ぐ だけの 金額 です』 

 

 

『アル カド よ、 おまえ は 教訓 から しっかり と 学ん で おる の。 おまえ は まず 初め に、 稼げる 

範囲 内 で 生活 する こと を 学ん だ。 次に、 自分自身 の 経験 に従って、 有能 な 人間 に 助言 を 

仰ぐ こと を 学ん だ。 そして 最後 に、 金 を 自分 の ため に 働かせる こと を 学ん だ。   おまえ 

は〝 金 の 稼ぎ 方〟〝 稼い だ 金 の 守り 方〟〝 稼い だ 金 の 使い方〟 を 自ら 会得 し た。 

 

 

第一 の 知恵   財布 を 太ら せる こと から 始めよ う 

第二 の 知恵   自分 の 欲求 と 必要経費 とを 混同 する べから ず 

第三 の 知恵   貯め た 資金 は 寝かさ ず に 増やす べし 

  人間 にとって 財産 とは、 財布 の 中 に 持っ て いる 現金 では あり ませ ん ぞ。 しっかり し 

た 定期的 収入 こそ が 財産 なの です。 財布 の 中 に 絶えず 流れ込み、 いつも 中身 を ふくらませ 

て くれる 金 の 流れ こそ が 財産 なの です。 

第四 の 知恵   損失 という 災難 から 貴重 な 財産 を 死守 す べし 

第 五 の 知恵   自分 の 住まい を 持つ こと は、 有益 な 投資 と 心得 よ 

第六 の 知恵   将来 の 保障 を 確実 に す べく、 今 から 資金 準備 に 取りかかる べし 

第 七 の 知恵   明確 な 目的 に 向かっ て、 自己 の 能力 と 技量 を 高め、 よく 学び、 自尊心 を 

持っ て 行動 す べし 

 

 

自尊心 の ある 人間 で あれ ば、 次 の こと を 守ら なく てはなり ませ ん。  

・借金 は 能力 の 及ぶ 限り、 なるべく 早く 返す こと。  

・支払い 能力 を 超える 買い物 は し ない こと。  

・家族 の 面倒 を 見 て、 家族 から 慕わ れ、 尊敬 さ れる よう 努める こと。  

・遺言書 を きちんと 作っ て おく こと。 神 に 召さ れ た とき、 その 遺産 配分 は、 適切 で、 し

かも 各人 の 名誉 を 重んじる 形 で なさ れる よう に し て おく こと。  

・親しい 人 には 思いやり の ある 態度 で 接する こと。 運命 の 巡り が 悪く、 傷つい 



い たり 打ちのめさ れ たり し た 人 へ 同情 を 寄せ、 無理 の ない 範囲 で 援助 する こと。   

 

 ですから 空っぽ の 財布 を 太ら す〝 第 七 の 知恵〟 とは、 次 の とおり です。    

自ら の 能力 を 開発 する こと。    

仕事 の 技量 を 高める こと。    

勉強 し て 考え を 深く する こと。    

自尊心 を 持っ て 右 ページ の 五 項目 の よう な 行動 を 取る こと。    

そう すれ ば おのずから 望み を 叶える ため の 自信 が つい て くる の です。 

 

  

 

 

 

  



お金を稼いで、こういう気持ちになったことはあるだろうか？ 

ロダンと金貸しメイソンの会話が続く。 

 →  →  
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